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論文内容の要旨
【目的】関節軟骨全層欠損に対する肋骨付き肋軟骨移植後の軟骨修復過程を動物実験モデルにて解析したc
【万法】白木白色ウサギ40羽の膝蓋大槌関節顧問部関節面に関節軟骨全層欠損(直径3mm，深さ 5阻)
を作製したc欠損部に対する処置で， 1群:肋軟骨移植， n群:JtfJ骨付き肋骨移植に群分けし，術後3，
6， 24週にて膝移植部を摘出し，肉眼的および組織学的に観察したc また，客観的評価のために
macroscopical and histological grading score (20点満点)を考案し.比較検討した。
【結果】 I群では，移植後24過で移植軟背中の細胞数の低下，コンドロンの減少，細胞外基質の染色性の
低下を示し，移植肋軟骨の編成，萎縮像と判断できた。ーブIj，n群では.移植後3週より移植肋骨部と周
辺海綿骨聞に骨性癒合を認め始め.移植後6週には全例骨性癒合が完成していた。移植後24週でも，移植
軟骨中の細胞数が維持され.細胞外某質の染色性も良好で変移像は認められなかったの macroscopical
and histological grading scoreは，移植後24週において， 1群の9.2点に対してE群は14.3点と，且群が
有意に (p<O.05Mann-Whitney's U-test)高い値を示した。
【考察】両群聞の軟骨細胞生存能力の相違から，関節液の拡散を中心とする軟骨組識への栄養供給に加え
て.軟骨下骨を通じる血流が重要と考えられ.移植片の固定を担う肋骨部分が重要な役割!を果たしている
と推測lできた。
【結論】以上の結束，移植肋軟骨の生存能力の維持に移植片の早期固定が期待できる|骨付き 肋軟骨移
植は，関節軟骨修復における優れた方法と考えられ，幅広く臨床応用できる可能性が示唆されたの
論文審査の結果の要旨
変性や外傷により陣害を受けた関節軟骨の修復能力およびその修復過程について，古くから多くの基礎
的研究が行われてきたが，ひとたび関節軟骨が障害されると正常な硝チ軟骨が修復されることはないた
め，いまだヒトに有効な治療法は確立されていないのが現状である。一方，手指における関節軟骨再建同
的に.肋骨付き肋軟骨を移植し長期に良好な臨床成績が報告されていることも事実である。しかし，本
法の詳細なメカニズムはいまだ確立しておらず，これが明らかになれば，関節軟骨修復法としてさらに幅
広く臨床応用出来る可能性があるため，その究明が望まれるところであった。本研究は肋骨付き肋軟骨移
植後の関節軟骨修復過程を経時的に検討する目的で動物実験モデルでの解析を行った。日本白色ウサギ
の膝蓋大腿関節頼間部関節面に関節軟骨全層欠損を作製し，同欠損部に対して， 1若干:肋軟骨移植， 1 
群:肋骨付き肋軟骨移植を施行し，術後3，6. 24週にて肉眼的および組織学的に観察した。その結果，
I群では，移植後24週で移植軟骨中の細胞数の低下，コンドロンの減少細胞外基質の染色性の低下を示
し，移植肋軟骨の変性，萎縮像を呈していた。一方， n群では，移植後3遇より移植肋骨部と母床海綿骨
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間に脅性癒合を認め始め移植後6週には全例に骨性総合が完成していた。移植後24週でも，移植軟骨中
の細胞数が維持され，細胞外基質の染色性も良好で変性像は認めなかった。また客観的評価目的で，各組
織標本を20点満点のスコアで比較検討した結果，移植後24過において， 1群の半均9.2点に対して日群は同
14.3点と.n群が有意に高い値を示した。以上の結果.両群聞の軟骨細胞生存能力の相違を認め.この原
因として.関節液の拡散を中心とする軟骨組織への栄養供給に加えて，軟骨下骨を通じる風流が重要で，
これには移植片を骨癒合させる肋骨部分が薫要な役割を果たしていると推測した。
本研究は，関節軟骨修復に対して，移植肋軟骨の生存能力の維持に移植片の早期固定が期待できる「骨
付き」肋軟骨移植の有効性を示し，幅広く臨床応用できる可能性を示唆したものであり.著者は博士(医
学〉の学位を授与されるに値するものと判定された。
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